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今回,大 阪教育大学第一部の学生に 「アルバイ トに関するアンケー ト調査」を実施した

ところ 190名 の回答が得られた。高校生とは異なつて,大 学生のアルバイ トを特徴付ける

もののひとつに,「一人暮らしのアルバイ ト」があると思われる。また,一 日にアタレパイ ト

といつても多様な職種がある。

そこで,こ の調査報告では以下の 2点 を主題 とする。

(1)下 宿生のアル′ミイト職題は,自宅生のそれとどのように達)のか

(2)そ の違いは単に住居による違いではなく,他 の要因があるのではないか

(1)下宿生のアルバイ トの特徴

1.住 宅事情

まず,由答者たちの住宅事情を見てみよう。

図 1 住 居の比率
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今回の調査で 【自宅】と回答した者が64%,〔下宿】が29%,【学生寮】が5%,【その

他】が2%であつた [図1]。つまり,回答者全体の約 3分の1は自宅以外の場所で生活し

ていることになる。また,【その他】と国答した者のうち,具体43には1名が無回答,1名

が 「彼女んち」,2る が '祖母の家」と回答していた。
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2 ア ルバイ トの職種

次に,回 答者たちのアルバイ トの職種について見てみよう。下記の図 2・表 1には,ア ル

バイ トの掛け持ちで複数回答しているものが含まれていることを断つておく。

表 1ア ルバイ トの職種 (詳細)

図2職 種の比率 度数 割合

家庭教師 53 35%

塾 予 備校講師 49 32%

レス トラン 食 輩

(ファース トフー ド合む)
29 19%

スー パー ・ヨンビニ 17 11%

居酒屋 ・バー 15 10%

保育 4 3%

事務 5 3°/o

スボーツインストラクター
4 3%

受付,ボーイ 2 1・/●

運送 ・配送 2 1%

仕分け 。包装 1 1%

その他 26 17%

合計 152 136%

アルバイ トの機種で一番多いのは 「家庭教師」の 35%で あつた。以下は 「塾・予備講師」

の 32%,「 レス トラン・食堂 (ファース トフー ド含む)」の 19%,「 スーパー ヨンビニJの

11%,「 居描屋 ・パーJの 10%と 続き [図2],上 位 2つ の 「家庭教師」「塾 ・予備講師」で

過半数を超えていた。

「その他Jと は 「販売員」力` 5名 ,「模試の採点」が 2る ,「工事J「パン屋」「カラオケJ

「SSJ「ネットカフェJ「酒屋」「公務員」「工員」「USJJ「 現場」「短期J「ドラングストア」

「誘導する人J「服屋」「パチンコ屋」「ヨンサー トスタッフJ「ナース」「ツタヤ」と回答し

た者がそれぞれ 1名ずつ,そ して無回答が 1名 であつた。
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3.下 宿生のアルバイ ト強種の特徴

それでは,住 居が自宅であるか自宅以外であるかによつて,ア ルバイ ト機種がどのよう

に異なるかを見ていこう。
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図3・表2は住層の違いによる機種の差異を示したものであるが,ここには図2・表1と

同様に,アルパイトの掛け持ちで複数回答しているものが含まれている。

上位3位の機種は I自宅】では 「塾`予備講師 (38%)」「家庭教師 (36%)」「レストラン・

食堂 (ファーストフエド含む)(20%)」で,【自宅以外】では 「家庭教師 (35%)J「居酒屋・

バー (21%)」「塾・予備講師 (19%)」であつた。

【自宅】で1位の 「塾・予備講師」は 【自宅以外Iで も3位であるが,両者で倍の違いで

あり,【自宅】と比べて 【自宅以外Jでは 「居酒屋,バー」が圧倒的に多いことが分かる。

表 2住 居と職種
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合
計

自
宅

度数 40 87 21 5 11 23 137

割合 36●/● 2磁 11% 1000/●

自
宅
以
外

度数 9 17 3 10 6 20 70

割合 35% 17% 13% ltltl%
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表 3 図 3お よび表 2の 「その他」の内訳
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目
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度数 1 0 4 0 3 2 19 23

割合 1・
/0 0% 4% 0% 3% 2% ％０

０
，■ 22%

自
宅
以
外

度数 1 1 1 2 1 2 12 20

割合 2% 2% 2% 4 % 2% 4 % 25% 41%

また,図 3・表 2の 「その他Jは ,自 宅 ・自宅以外を合わせて度数 10未満のものも 「そ

の他」として扱つている。その 「その他Jの内訳は表3の とおりで,表 3の 「合計Jは図 3.

表 2の rその他」と一致する。

すると,も ともとの 「その他」と回答した割合は 【自宅】より 【自宅以外】の方が12ポ

イント多く, さらに少数日答も含めた 「その他 (表3の合計)」の割合では 19ポイントも

多くなり,【自宅以外】の方がより様々な職種でアルバイトをしていることが分かる。

以上から,【自宅以外】の特徴は,【自宅】に比べ,

①

②

③

「塾 ・予備講師Jの 占める割合が半数である。

「居酒屋 ・パー」の占める割合が 4倍 近い。

「その他Jの 占める割合が高く,よ り様々な職種でアルバイ トをしている。

ということが分かつた。

図 4
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ここからは,特 徴①について考察を深めてみよう。

ここまでの結果は,住 居と職種のあいだに相関関係があることを意味している。この相

関関係が因果関係でもあるとするのであれば,住 居は変えにくいが職種は変えやすいとい

う点から,「住居→職種」という因果関係の方がありそうである。[図幻

では,どのようにして住居が機種に影響を及ぼすのだろうか。以下,図 5で示される 「地

のような第 3の要因を検証していこう。



1.検 証① 「掛け持ち率」

「塾 ・予備講師」「家庭教STJは ,週 1日で行うことも可能であり,他 の職種に比べて週

当たり少ないコ数で行うこともできる。そのため,他 のアルバイ トと掛け持ちがしやすい

職種であると思われる。そこで,ア ルバイトの掛け持ちについて考えてみよう。

表 4ア ルバイ トの掛け持ち率
表 5住 居とアルバイ トの掛け持ち

1ヤう 2つ 以上 合計

自
宅

度数 68 35 103

割合 66% llltl%

自
宅
以
外

度数 86 12 4 8

割合 75% 100%

表 4か ら分かるように,ア ルパイ トを2つ以上すると回答した者は全体で31%だった。
これを住居別に見たものが表 5で あるが,掛 け持ち率は 【自宅】で 34●/e,【自宅以外Iで
25%と なつており,アルバイ トを掛け持ちしている人の割合は 【自宅】よりも 【自宅以外〕
の方が,9ポ イント少ないことが分かる。

ここで,表 5か ら住居と掛け持ち率のあいだには相関関係があることが分かるが,こ れ

は先程の 「住居→職種」の因果関係を示した同様の理由から 「住居→掛け持ち率」という

因果関係であると考えられる。つまり,【自宅】であることによつて,掛 け持ちがしやすく

なるということを示しているのである。

これは,図 5の 「X」に掛け持ち率を代入したとき,左側の失印が引けるこということで

ある。そこで,も し右側の失印も引けるのであれば,次 の仮説が構成できる。

仮説① :掛け持ちのしやすい 【自宅】は,「塾・予備講師」の掛け持ち率が高いために,
【自宅以外lに比べて 「塾・予備講師」をしている人が多い。

1 2つ 以上 合計

度数 104 4 7 151

割合 69% 1000/●

これを調べるためには,

そして,「塾 ・予備講師は,

ばよいのである。

まず 「掛け持ち率」と 「職種」との相関関係を調べればよい。

掛け持ちをしている人の方が多い」という相関関係が得られれ

表 6「塾 ・予備講師J「家庭教師」と掛け持ち率

1つ 2つ 以上 合計

塾
予
臨
時
師

度数 27 22 49

割合 55% 100%

家
庭
教
師

度数 19
０
々

０
０ 51

割合 87% 100%



そこで '塾・予備講師J「家庭教師J別 に見たものが表 6で あるが,両者の掛け持ち率は,

ともに 31%を 越えて 「塾 ・予備講師」で 45%,「 家庭教節」で 63%で あつた。しかし,両

者は勉強を教えるという点で似たような機種であるのにもかかわらず,掛 け持ち率では 「家

庭教師Jの 方が 20%近 くも上回つていた。そして,「家庭教師」は掛け持ちをしている人の

方が多いのだが,r塾 予備講師」は掛け持ちをしている人の方が少なかったのである3つ

まり,期 待した相関関係は得られず,仮 説は成り立たないことが分かる。

これは 「塾 ・予備講師Jに は遅刻や欠席によって罰金が発生するなどの規則があり,授

業以外にも事務的な作業が多くあるからではなかろう力、 この事務作業で 「塾 ・予備講砲

は時聞外労働が多いという話も開く。まつて,両 者はともに適当たり少ない日数で行うこ

とができるが,「家庭教師」に比べて 「塾 ・予備講師」は負担が大きいと思われる。こうし

た点から,ア ルバイ トの掛け持ちをしようというときに 「家庭教師Jに 比べて 「塾 ・予備

講師」は選びにくく,掛 け持ち率に差が生じたのではないだろう力、

検証結果①l【自宅】の掛け持ち率は高いが,「塾・予備講師」は掛け持ちをしている

人の方が少ないために,掛 け持ち率は特徴Эの根拠にはならない。

2.検 諏② 「情報源」

ここからは,ま た別の観点から検証してみよう。

表 7住 居別のアルパイ ト情報源

表7は,回 答者が最も時間を割いているアルバイ トを何によって知ったのか,そ の情報

源を住居別に示したものである。【自宅】の割合が上回つた情報源ぃ 「新聞広告J「以前か

らの付き合い」「友人 ・知人の紹介」「その他」であった。

このうち 【自宅】で 「新聞広告」が上回つた理由は,【自宅以外】がほとんど新聞を取ら
ないからであり,「以前からの付き合い」「友人 ・知人の紹介」は 【自宅以外l力 新`生活に
よつて大学入学以前の付き合いが減った (または,な くなつた)か らであろう。

ここで,特 に注目したい情報源は 「以前からの付き合い」である。と,い うのも 「塾 ・

予備講師」は,受 験生のときに自分が通つていた塾 ・予備校でアタレミィ トをしている者が

多いのではないかと思つたからである。大学入学とともに塾 ・予備校側から 「うちでバィ
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卜をしてみないか」と話がかかるということを聞いたこともある。これは顔なじみという

点で塾 ・予備校側にも学生側にもメリットがあり,さ らに学生にとつてはアルバイ トを探

すという手間も省けるのである。

受験時に出 ・予備校へ通つていた者は多いであろうから,「塾 ・予備講師Jで アルバイ ト

をしている者のうち,情 報涙が 「以前からの付き合い」である者は,他 の職種に比べて多

くなっているはずである。

表 8職 種と情報涙 「以前からの付き合い」

塾 ・予備講師 家庭教師 その他 合計

度数 8/46 7/51 6/101 22/198

割合 14% 6% 11%

すると 「以前からの付き合い」でアルバイ トを知つた者は全体で11%と少ないのだが,

「塾 ・予備謙師Jは 17%で一番多V こヽとが分かつた。[表83

通常,受 験時に通う塾 ・予備校は家の近隣,あ るいは近隣でなくとも家から通いやすい

場所を選択するはずである。すなわち,自宅から離れて生活を送る 【自宅以外】では自分の

通つていた塾 ・予憶校でアルバイ トをしている者は,ほ とんどいないのではないかと推測

できる。以上から,次 の仮説が構成できよう。

仮調②:【自宅】は r塾・予備講師Jを 「以前の付き合いJに よつて始めることができる

ために,【自宅以外】に比がて 「塾・予臨講師」をしている人が多い。

次の表 9は 「塾 ・予備講師J

表 9住 居別 「塾 ・予備講師」

を何によつて始めたか,を 住居別に見たものである。
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新
闘
広
告

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

広
告

ア
ル
バ
イ
ト

情
報
誌

以
前
か
ら
の

付
き
合
い

学
生
課

友
人
・
知
人
の

紹
介

城
揚
の
前
を

通
り
か
か
っ
て

そ
の
他

合
計

自
宅

度数 3 1 6 8 14 2 5 39

割合 83/● 3% 15% 36% 5% 13% 100●/●

自
宅
以
外
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すると,【自宅】は 「友人・知人の紹介Jの 36%に次いで '以前からの付き合い」が21%

を占め,【自宅以外】は 「アブレミイト情報誌」の43%が一番多く,「以前からの付き合いJ

はゼロであつた。【自宅以外】の有効回答数が10にも満たないために,「以前からの付き合
い」がゼ,となつた可能性は高いが,少なくとも今回の調査からは次のことが言えよう。



検証結果②:【自宅】は 「塾・予備講師」を f以前からの付き合い」によつて始める者が

【自宅以外】より多い。

主 緒輸

以上の検証結果から,

図 6

特徴①に関して図 6の ように図示できるも

____1.____‐ ‐‐‐‐ヽ ‐革,

今回の考察は,住居が直接 「塾・予備講師」に影響を与えてV る`というよりも,住居に
よリアルバイトの情報源が制限され|つまりI自宅以外】は 「以前からの付き合い」の情
報源が少なく,受験時に自分の通つていた塾・予備校でのァルバイトが困難なために差が
生じた,と いう事を示唆している。

tFろん,他 の要因も考えられるが,今回はこれを結論として調査報告を終えよう。


